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は じ め に
幼稚園 ･保育所は保育の場のことで,それは ｢子供のために作られた環境｣という意味を
持つ｡ここでの主人公は子供たちで,子供が自分の能力を自由に充分発揮しながら,自分の
人格形成の営みをする場である｡
最近この保育の場の施設･設備が近代化され,多くの教材･遊具が整備されてきたが,果た
して本当に子供のための環童なのか問い質してみる必要はないだろうか｡かつて,マリア ･
モンチッソ-リほ,現代の超高度の文化世界にあっては,家族領域はもはや環境としては充
分ではない｡感覚によって知力を系統的に訓練する可能性 (一教育学的意義-)と,同じ発
達段階にある子供たちの集団と共存する可能性を与える環境 (-社会的意義-)が必要とな
った,と述べ ｢子供の家｣を創設した｡((丑p.133参照)この子供の家を ｢整備された環境｣
としていかに重視したか,その環境構成の原理にスポットを当てて見たい｡
整備された環境には,どの場合も,基本的条件として,
物的条件 (漂誓諾 竺表芸誌'.::::::…芸笠芸塁霊芝芸芸言芸霊芝芋)
人的条件 (雷雲主霊芝'I.::::::::::…孟芸芸霊芝冨望芸苦'Lてのクラス編成)
が必要である｡紙面の都合上,教具論 ･教師論 ･クラス編成は他の機会に譲 り,ここでは,
これらの条件を支える,より根源的な諸点と施設 ･設備について触れて見ることにする｡
根源的問題について
Ⅰ 何 か
1. 環境構成の原理は,モンテッソーリの全教育学のプログラムの一つ,女史の教育観の
第二の本質的要素,教師の第一の任務としているもので,女史は ｢整えられた環境｣を,教
育の実際的基礎,新教育の土台,教育構成の枢軸,自らを育む場などと呼んでいる｡
2. ｢整えられた環境｣とは,精神的存在である子供が持っている感受性と心身とを,そ
の発達段階に応じてともに正しく発達させることが出来るように,その発達手段を提供する
ため構成された組織的環境をいう｡環境そのものはただ必要な原料 ･材料を提供するのみだ
が,それを精神的 ･心理的栄養として自分の内に吸収し,消化し,自分のものとしていくに
は,子供の欲求に適合したものにしなければならない｡子供は環童の中に生れ,環境との閑
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あ りの中で人間となっていく｡環境が生きる場である｡
3. 子供は環境そのもののために存在しているのではない｡やがて大人の世界に入って,
自らを処していくようになるための手段として環境を用いる｡環境は幼児の時期に大切なも
のであるが,唯一のものではないし最終のものでもない｡女史は,飛行機のための飛行場に
愉えている｡飛行場は飛行機にとって本来の活動の場ではなく,地上から上昇するための場
に過ぎない｡したがって環境を整えることは,子供が心身ともに調和のとれた人格形成を目
差し,自己教育をしていく営みを助ける場である｡いかなる環境に出会うかによってどのよ
うな人格を形成するかも定まるし,子供の生命の発達を助けることも妨げることも出来る｡
その意味で環境構成は子供の基本的必要性に奉仕することである｡
I 今の環境一 子供の周辺
1. 小宇宙と言われる人間の子供は動物たちに与えられていると同じ自然環境を欲してい
る｡しかも自立するまでの準備期問が長く,そのためにさまざまの用意と配慮とを必要とし
ている｡
現状はどうか :自然破壊が目立ってきたことは今更言うまでもないこと｡子供は自然を望
むのに子供のための自然や遊び場が少なくなってきた｡ことに都市周辺では自然から離れた
人工的環境に追いやられ,閉ざされた室内での生活をしいられるから自閉症児 ･テレビッ子
が育っている｡
2.子供は動物と違って精神的存在,精神が肉体に依存した存在だから,精神の成長のた
めの糧を必要としている｡身体発達と同様に,精神的な能力の成長の法則に従うので,それ
に適した環境を欲しているが自分でそれを構成出来ない｡
現状はどうか :大人が文化文明の世界として創 り上げた自由の世界があるが,それは自然
と違うもの,自然を利用して創られた環境で,大人のためのもの,大人のため都合よく支配
出来るもの,便利さが優先されているO｢私たちの住んでいる社会環矧も 幼な児の性にあ
いません｣(②p.48)｢子供の権利が見すてられている｣(③p.290)｢よそ者としておかれて
いる｣(③p.267)と女史は訴えている｡
3. 子供は社会的動物であるから他者との出会いによる交 りを求め,大人の助けによって
大人の世界に仲間入りする｡
現状はどうか :大人の生活は変動を極める中で不安定になってきている｡核家族,共がせ
ぎ,公害,教育ママの圧力と塾通いの強要などが,子供と大人との交 りを不自然にしている｡
模倣期を無駄に過すために生活反応の成長が遅れている｡
4.人問は創られた存在であると同時に創る存在でもある｡子供は大人の干渉なしに自発
性を持って自由に活動する可能性を持ち,r]主的に発達し,創造性を発揮する必要性を持つ｡
そのためには,子供の発達段階に応じて適時に適性な活動が出来るように,動機となる具体
的な外的刺激が提供される場がいる｡
現状はどうか :文化的刺激が強過ぎ,無秩序な刺激が多すぎて子供を神経症にさせている｡
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デパートには幼児用のミニ文化が氾音監して,創造性や工夫する意欲を失わせており,自由の
仮面を被る不自由さが子供をおおう｡
Ⅲ 子供のために整えられた環境の特色
1. 子供の内的生命の発達 (一生命の法則-)を助ける場であること｡
(1) 受胎と同時に与えられた子供の生命の躍動が目覚めるのは,誕生とともに内部から
発育してくる衝動と感受性 (それは志向的な性格を持つ発達の可能性)が,環量との生き生
きとした具体的な交流 ･応答を持ち始める時である｡
子供はたえず自分の困りを理解しながら自己実現,自己充実-と成長していく｡そのため
に特別な内面的感受性に恵まれている｡この感受性に支えられて成長に必要なものを環境か
ら吸収し,利用して精神的肉体を作 り上げていく｡これが生命の法則である｡したがって,
環境とは,大人の直接的助力なしに,子供が自分の生命を生きるために自分で役立つように
出来る場を指す｡そこでは,自分の活動の動機を発見し,内面におこる発達の方向づげの線
に沿って活動出来,自分の生活を営む度毎にその適応性も発見し,自分の能力を意識して活
動する｡子供の内面的欲求の一つである体を使って,とくに手を使ってする活動が,眠って
いるものを目覚めさせ環境にあるものを内部に採 り入れる｡こうして子供は環境の中で人間
となり,自分を完成し,完成のために助けとなることをすべて行おうとするし,その活動が
生命を与え,その生命からすべての努力が生れてくるのである｡
(2) 注意力の集中現象をおこす場 :成長のある段階に達すると,それまで見られなかっ
た興味と集中力とを持って環境内の特定の対象に注意を向け始める｡始めは本能的な興味に
すぎないが,だんだん知的な働きを伴った識別力による関心となって来る｡女史は,｢幼児
の発育の第一に重要なものは精神集中です｡それは性格と社会的習慣の全ての基礎になりま
す｣(④p.235)と言う｡ この注意力の集中現象を可能にするには,それを促進させる道 ･
手段を見出すこと,教具や対象物に出会い自分の力を実践し試すことを許される場を見出す
こと,それぞれの発達段階で刺激と出会い活動の支えを見出すことで,このためには洞察力
のある感受性に富んだ大入が環童を整備してやらねばならない｡
2. 精神的方向づげを可能にする場であること
(1) 内的自由が保証される場 (自由意志との関連):物が完備していても精神を 自由に
出来なければ真に自由とは言えない｡物理的に自由できままに遊ばせておくだけとか,なん
でもしたいことをさせ,まして放任しておくだけ,とかを自由とは誰も考えないであろう｡
それは動物よりも悪い状態と言える｡動物は本能によって秩序づけられているからまだまし
である｡ここで言う自由とは,たびたび繰 り返すように,子供が大人の干渉なしに自発性を
もって自由に活動する可能性を持ち,自主的に発達し,自己を形成していく必要性を持って
いるところに根拠を置いている｡
自由が保証されている場とは,子供が自己発展のために環境から心の糧を自由に採 り入れ
られるようになっているところである｡開かれた自由な雰囲気に子供が置かれるなら本当の
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姿を現わす｡自由な場で自分の自由を正しく使うことを覚えるなら,倫理的良心の基礎を作
るし,意志の発達を助ける｡したがって,環境内における自由とは,子供に,
･考えさせ,関心のあるものを,また自分でしょうと決めたことを選び決断させる自由
･選んだものと,時間的にも繰 り返しの度数においても,好きなだけ,妬げられず,目的に
従って関わっていける自由
･選んだこととその結果について責任を持って行動させる自由
･自分の意志で,自分のアイデアや発見や答えについて他と情報交換の出来る自由
を保証し,人格的営みが出来ることであるO内的自由が保証される場とは,この自由とrl主
性を子供に与え,選択と自己決定をする一つの決断力の働き,意志活動をする場となる｡そ
こでは建設的な活動をし,自己を訓練するのを助け,善いこと,正しいこと,好ましいこと
を理解していけるように助け,自己の行為を省みた り,その行為が自分と他人とにもたらす
結果を知 り,どうすれば満足感を味うかも分るようになるであろう｡また自分の能力の限界
を知 り,不足も発見し,自己認識を高めていくであろう｡このように内面にある発達の方向
づけに従い子供が自ら成長していく場である｡
(2) 子供の要求に適した秩序感を養う場 (知性との関連):秩序とは物と自分との関係
が成 り立っていることをいう｡秩序感とは,ただ空間的なものの序列の理解とか,几帳面な
整理整頓主義だけと理解されてほいけない｡秩序に対する愛が子供の一部分のように形成さ
れ,子供の人格の確実な発達-導くものと解する｡そこで子供に必要なのは,
① 静粛な秩序感がただよっている場 :子供の関りのどこの部分にも全面的に完全な
姿で秩序が浸透していることを女史は望んだ｡これは丁度霊魂が身体の各部分に行きわたっ
ているように,秩序感がクラスのすみずみまで行きわたっていることで,静かな秩序の中で
は満足感と喜びを感じ,知性の働きを強めるからである｡単なるきれいさでなく,目標-の
志向性を持ち,組織的に明確な動践づけを与えるように整えられていることである｡
② 秩序ある活動を生み出す能力のある場 :子供は知的発達とその展開の手がか りと
なるもの, 精神的学習となる秩序や新しい刺激を求めているから,子供が要求する場が与え
られ,もの ･教具が備えられると,そこで子供の活動が成 り立ち,活動は信じられないほど
秩序立ったものとなり,自分の気に入ったようにすべてを整える｡こうして,環境や教具に
見出す秩励 ま子供の精神の秩序のめざめを強くし,知的発辻を助け,識別力を身につけさせ,
獲得していく新しい:･㍑ :&を対 たこづけた り,段階づけた り,分類した り,統合した りする働き
を助ける｡
また,各事物にはそれぞれ一定の場所があり (場所を持たないのはゴミだけ),特定の目
的をもってそこに!F;I_壬かれていること,その場所はその物が置かれるべき最適の場所であるこ
とを知る｡そして子供には,零事物を同じ場所で,またその物が持つ本来の状態で眺めよう
とすることや,自分の使いたい教具や遊共がどこにあるかを知って,事物の場所を記憶する
ことを望む欲求がある｡これは時間を無駄にせず,エネルギーをir沫己させないためである｡
しかし,環量にある事物の置き場所を頭に入れて置くことが出来る子供の容遠には限 りがあ
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る｡この限界を大人は知って建設的に整備する必要がある｡
③ 心の秩序を獲得する場 :子供は宇宙にある秩序と宇宙の構造とを内面に吸収しよ
うとするものだから,環境内にもそれを反映させる必要がある｡その中で自我にめざめ,自
分に働きかける事物の持つ法則に気づき,その秩序に従おうとする心の秩序を体得する｡こ
の内面化された秩序を通して,子供は,環境に信頼をよせ,環境との相互作用を示す自分の
力を信頼するようになるOまた,環境の中で目的ある行動を自由にしてよいのだという安心
感が保証される｡
④ 子供の作業 ･教具の選択を助ける場 :子供は自然の作用で自分を構成するものを
選ぶから,興味を示しそうな物を-まとめにした り,難しさや複雑さの度合いによって順序
よく並べておくとか,欠けたり,破損したものがないように,機能的に秩序よく動けるよう
な場にする｡環境内では,ただ教具や物に出会うだけでは足 りない｡そのものが持つ秩序や
構造性を示して,子供の選択を容易にすることが大切である｡
室内が活気あるものになるためには,いつも同じものが同じパターンで同じ所になければ
ならないことはない｡成長に合わせて要求するものが変るから,子供から見過ごされている
もの,こちらから注意を向けさせたいものを目立つ所に置くことも必要である｡子供が今何
を欲っしているかをいつも問う姿勢で整備することである｡
⑤ 子供のする作業のサイクルが完了するように保証されている場 :作業 を終 え る
時,使用していたものや教具を元に戻すことにより,その作業のサイクルが完結し,-完の
終 りとなる｡このことは,子供自身も環境の秩序を保つ一員として,欠くことの出来ない存
在であることを悟らせるために大切な点である｡
施設 ･設備を整える時の条件
上述の根元的意味を踏まえた上で,設備を整えるための条件を挙げてみる｡
Ⅰ 物 ･用具についての条件
1. 身体的なつ りあいとして
(1) 子供のサイズ,次元に合ったもの｡(大きさ,長さ,太さ, 高さ,重さなど｡)
(2) 移動可能なものを用いるo(子供が最もや りやすいと思う場所を選んで持ち運び出来
る重さ｡いつも軽いものばかりでなく子供の筋肉を養うためには適当な重さがいるO)
(3) 丈夫なもの｡(繰 り返し用いるから容易に壊れないもの｡)
2. 精神的なつ りあいとして (心理的な配慮を含む)
(1) 子供の生活のリズムとテンポに合ったもの｡
(2) よく似た用具は,寸法 ･材質･色などを区別する｡
(3) 誤ちや不作法がすぐ分るようになっているもの｡(すべ り止めを使うとか, 騒音防
止をしない方が自分の無作法な行動に気付くし,障害を自分で克服出来る｡)
(4) 不注意に扱うと壊れるもの｡(不作法で, ものを割った りすることから, 自分でそ
16 研究紀要 (第2号)
のものの性質と扱い方を知る｡(環境が誤 りを教えてくれることをいう｡)
3. 魅力的であること (大人の側からでなく子供にとって魅力ある場)
｢子供のために最もよいものを/｣これがモンテッソーリの標語である｡
(1) 思わず手を出したくなるようなもの｡(自然に思わず反応する力を引き出す美しき
と雰囲気を持っていることで,子供を刺激するために,色彩は豊かで美しく,形 ･材
質に考慮がなされている｡)
(2) 気持ちのよいもの｡(｢環境の美くしさと幼な児の活動との間には,数学的な比例関
係があるといってもよいでしょう｣(②p.81)と女史が言っているように,そこにい
ることが心地よく,その物が気持ちよく使えると子供は活動的になる｡)
4. 衛生的であること
(1) 清潔にすることに対して責任を感じるようなもの｡
(2) 磨きやすく,洗濯可能なもの｡(このことは単に衛生面だけでなく,洗いやすい道
具が活動-の機会を提供し,子供が喜んでするからである｡)
5. 日常性があること
(1) 実際,日常生活で使用されているものを用いる｡
(2)形の単純な本物 (実物)を使う｡(技巧的な頑具やプラモデルばかりでないこと｡)
6.民族性があること
(1) 子供の住む地域の生活条件,文化条件に合ったもの｡
(2) その特殊性を活かしたもの｡
7. 自然と関わりを持つもの
(l) 自然と接し,rLl然の法則に気づき,知ることが出来ることO
(2) 自然を大切に,いとおしむ心を育てる機会を与えること｡
5,6,7,は,子供が現実性と自然性とを体得するために必要である｡子供が空想や幻想
のとりこにならないようにするには,ri然と現実とを内面化させる環童がいるO洞察力と識
別力を持って,目で観察出来る現実生活と自然界を採 り入れた環境,とくに現実化を養うに
は,抽象する前に事実を観察出来,具体的な事物を経験出来る場と物が必要である｡
Ⅱ 物 ･用具の配置についての条件
1. 原則 (調和のとれた美しい配置)
(1)｢安全な場所での作業｣｢作業のための安全な場所｣を考慮する｡
(2) 用具 ･教具の性質と子供の活動の目的が即応する適した場所に置く｡
2. 子供の手の届く範囲内に｡ (調度棚, ドア-などの取っ手も)
3. 子供が楽に眺められる高さに｡(節線,花ぴんなど)
4. 日的,活動場所に応じて用具がとりやすく使いやすくなっている｡
5. 間隔を保つ｡(扉と道具,道具と道具との間隔に留意する｡)
6. 教具の構造性,系統性を考慮した配置｡(教具論において詳述される｡)
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7･ 数量の制限を持つ｡(不安定な意志力の抑制のため,用具は1-5セット以内, 教具
は1セットずつ｡多すぎると対象物に出会うまでの時間のロスがあるし,疲れた り散慢
になりやすい｡)
Ⅲ 屋外の環境整備
1. 美しい庭のための配慮 :花壇作 りを最適とする｡自然観察が効果′伽こ出来るように,
また,一年中花が咲いているように配慮する｡分け方も,季節の花 ･1年,多年生の植物 ･
花井や葉の形 ･球根や種子の種類 ･野菜畑などのちがいによってする｡花壇の回りは放射線
状にして,砂利道 ･泥道 ･砂道 ･アスファル ト道をもうけ,またその道にも高低をつけ,過
る時に植物の生長や変化が観察出来るように工夫する｡子供が種を蒔いたり,水まきをした
り,収獲物を採 り入れたりする機会を与え,美しさを保つための用具も4･5セット置く｡
2.屋外で可能な活動が出来るための配慮 :読書や写生などの活動が出来るために必要な
備品を置く｡(ベンチ,マット,画架,パラソル,芝生など)
3. 屋外だけで出来る活動のための配慮 :大筋肉の運動を助成するため,女史の考案した
屋外遊具を置く｡(シーソー,平行棒,ブランコ,半円形階段,はしご類,砂場 -何がなく
ても砂場は大切にしていた｡)
4. 飼育小屋のための配慮 :小鳥や小動物の生態を観察したり,世話した りするため,い
ろいろの生物を飼う,飼育用具,水槽,ホース,池などを設備する｡
Ⅳ 屋内の環境整備
1.施 設
(1) 属間 :主室となるクラスのこと｡子供が集中しやすい理想的な形は正八角形か正六
角形,出来なければ4:3の長方形,広さは (180C皿×180cm)35人+αを最低二重｡(学 級
の意味を理解させ,他の学級の友だちを招待して来客の際のマナーを身につける機会を与え
るため｡)天井も窓も低く,外が充分に見え, 園庭と眉間が通じていて,一日中好きな所に
出入 り出来るようにする｡
(2) 控室 :私物が保管されるところ｡(靴,コート,帽子,カバンなど｡子供によって
はぬいぐるみや頑具など持って来た時保管しておく宝)
(3) その他,食堂 (身体と精神の健全育成のため),読書室 (絵,図鑑,写真など多く
揃える)｡リズム室 (運動のコントロールのため,線上歩行の白線を必ず引く),保健室,寝
室,談話室,浴室,洗濯室,更衣室,手洗い,大人の室 (事務室)などを設ける｡
2. 設 備 ･備 品
(1) 帆 :方形,長方形,円形,八角形で4歳児二人で移動可能のもの｡個人机は60cmx
42cm,グループ用半円形は直径100cmのもの,共同製作用は450cmx75cmx80cm
(2) 椅子 :木製で軽くて背部の高いもの,個人用,ひじかけ,ソファーなど｡
(3)教具棚,整理タンス,黒坂 (150cmx75cmが一個,個人用は25cmx35cm)
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(4) 活動用マット(80cmxllOcm位,無地で落着きのある明るい色のもの)
(5) 鏡三つ :① 首から頭までを視る鏡 (手洗いの近くの高い位置に)② 膝から首ま
でを視る鏡 (手洗いの近くの低い位置に)③ 足から膝までを視る鏡 (靴箱の近くに)0
(6) 立像,花ぴん,額縁 (女史は子供の家の象徴としてラファ-ルの ｢椅子の聖母｣の
額をかかげた｡各園の建園の精神を表わす何かを置くことである｡)
(7) ピアノ,--プ (音感教育の音感ベルのような教具とは別に)
(8) 身体測定器 (座高用,身長用-いずれも女史が考案したもの)などなど｡
お あ り に
現在の幼稚園 ･保育園の施設 ･設備の原型は,実はモンテッソーリが最初に考案したもの
であることは,日本ではあまり知られていない｡子供とともに生活しているうちに,子供に
とって最も美しくふさわしいものは何か,をたえず問いながら生き抜いた女史が,世界中を
歩き長い年月と自分の生涯をかけて創 り出した環境である｡女史こそ頁に子供を愛し,子供
のためにすべてを与えつくした人であったと言える｡
子供の内的欲求は感受性の強い時期に整えられた環境の中で満たされる｡子供は毎日,全
人格を持って環境を観察し,受容する｡そして自発活動の繰 り返しにより,受容したものを
自分のものとして持続的に保持する｡子供の内的欲求と整備された環境との出会いから,自
発的自己教育の能力が生じる｡それは,①自己の行動をコントロールする力,②物事に集中
する力,③自己の誤 りを知って訂正する力となる｡女史はこれを教育の鍵と呼んでいる｡こ
れらの力は子供をして,①落ち着き,秩序性,判断力を養わせ,②知性と自己決断能力を強
化させ,③複雑な仕事に対する準備性を養あせ,④人間間のあたたかいコミニュケ～ショソ
の在 り方を体験させ,個人としての自覚から人格形成-と導く｡
環競作 りは当然教師の任務となるわけで,自発的に成長していく子供の側に立って常に問
いかけていく教師の姿勢がいかに大切かを物語っている｡美しく豊かで秩序のある場,現実
性があって自由にふるまえる場,そしてあたたかみのある場では子供の創造性が育つ｡それ
には人的環境面 (社会性,情緒性の発達も含む),と,保育内容と教具論 (発達の手段を提供
する教育的環境)が次の課題となるが,これらは冒頭にも述べたように次の機会に譲る｡
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